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測定手法の開発ができたか：Yes

ナトリウムイオンセンサーの精度向上について、キャリブレーションを用いないイオン選択性電

極としてはアカデミアでも多数の研究報告があるが、コンディショニング操作が必要であった

り、製造手法が煩雑であったりと、実用的な手法はまだ無い。その中で、あくまでもユーザビ

リティーの肝となる簡便性を妥協することなく、泥臭い実験の積み重ねにより、センサーのシ

グナルを安定化させる手法を見出した。今後は、量産技術移管および長期保存における

評価を行うことで、商品化に繋げる。

クレアチニンセンサーについて、イオンセンサーと同様に電気化学的手法が簡便性の面では

好ましいものの、その測定手法開発には時間を要すると判断し、市販されている試験紙を

用いることとした。CMOSセンサーを用いた色測定の技術をゼロから磨くことで、安定した測

定が可能になった。

いずれも、人員・資金が限られる中ではあるものの、化学・電子・情報が密に連携すること

で、スピード感を持った開発ができている。

ー

計画通りに実施。

ここからは詰めの作業に入るためさらに細かな検討・すり合わせが必要になるが、化学・電

子・情報の多方面での知見が集まってきており、さらに開発を加速することで目標は達成

可能だと考える。
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